
「みなまる弁当」は、
なぜ「お弁当やさん」なのか

ひとつのお弁当から考える

水俣地域の課題とその打開の方策

2016/03/28
水俣・芦北地域戦略プラットフォーム
地域戦略検討会



今夜の流れ

1. 今夜の概要説明

2. 「みなまる弁当って何？」…ひとことで言えば

3. ある日のみなまる弁当

4. みなまる弁当で働く人びと

5. 起業の経緯と思い

6. 意見交換



今夜は、みなまる弁当代表の永里寿敏さん
をお迎えしてお話を伺います

• 毎日つくられるひとつのお弁当に、どん
なこだわり／葛藤／ストーリーが秘められ
ているのか

• 「お弁当屋さん」として起業したことに
どんな狙いや思いが込められているのか

…といったあたり（今日のテーマである
「水俣地域の課題」「その打開の方策」）
に留意して、永里さんのお話をお聞きいた
だき、ざっくばらんに意見交換ができれば
と考えています

「本気」「商売」「起業」「地元」「商店街」「人材」
といったところが、キーワードになるかな
と思います



「みなまる弁当って何？」
…ひとことで言えば

今夜のお話の導入として

場所と掛け紙と配達のチラシから
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ある日のみなまる弁当
弁当の中身を覗いてみる



3月10日の
みなまる弁当
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みなまる弁当で働く人びと
水俣の人材



松田さんと網干さん



永里さん



みなまる弁当起業の経緯と思い



意見交換


